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（1）単元の目標 
① 情報と情報との関係付けの仕方を理解し使うことができる。       〔知識及び技能〕（2）イ 
② 目的や意図に応じて、感じたことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材料を分類したり関

係付けたりして、伝えたいことを明確にすることができる。 〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ（1）ア 
③  引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す

ることができる。                     〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ（1）エ 
④ 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して思いや考えを伝

え合おうとする。                         「学びに向かう力、人間性等」 

（2）単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①情報と情報との関係付けの仕方
を理解し使っている。((2)イ) 

①「書くこと」において、目的や意
図に応じて、感じたことや考え
たことなどから書くことを選
び、集めた材料を分類したり関
係付けたりして、伝えたいこと
を明確にしている。(Ｂ(1)ア) 

②「書くこと」において、引用した
り、図表やグラフなどを用いた
りして、自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫してい
る。(Ｂ(1)エ) 

①粘り強く、伝えたいことを明確
にしたり書き表し方を工夫した
りし、学習の見通しをもって報
告する文章を書こうとしてい
る。 

 
 

(1) 「深い学び」を実現している姿とは 
比較や分類、関係付けといった「言葉による見方・考え方」を働かせながら、伝えたいことを明確にし、

読み手にとって分かりやすい報告する文章を作成している姿。 

(2) 授業の実際 

本単元では、「報告する文章を書く」という言語活動を設定します。学習を展開する中で、「４年生に
学習の助けとなるような報告する文章を書く」という目的や相手を意識するよう促すことで、児童は、情
報をどのように整理し、どのような構成で伝えるかという見通しをもつことができます。 

  

 

実践事例Ⅰ 

１ 単元について 

ポイント① 「言葉による見方・考え方」が意識的に働く言語活動の設定 

小学校 
国語科 第５学年「伝えたいことを明確にして、報告しよう」(全８時間) 

２ 本単元における「深い学び」の実現に向けて 

 

言語活動：報告する文章を書く 

相手：４年生 

内容：ユニバーサルデザイン 

目的：学習の助けとなるような 

文章を届ける 

 

言語活動の中で働く 

「言葉による見方・考え方」

 
・集めた情報を整理する 

・情報の関係性を捉える 

・読み手を意識して表現の仕 

方を工夫する 

・伝えたいことを明確にする

ために構成を工夫する 

 

単元で取り上げる指導事項 

〔知識及び技能〕（2）イ 

〔思考力、判断力、表現力等〕   

Ｂ（1）ア、エ 

言語活動 報告する文章を書く 

言語活動 
総合的な学習の時間でユニバーサルデザインの学習に取り組んでいる４年生に、学習の助

けとなるように、ユニバーサルデザインについて報告する文章を書く。 
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指導と評価の計画（全８時間） 
時 主な学習活動 評価規準・【評価方法】 
１ 〇単元全体の学習の見通しをもち、学習計画を立てる。  
２ 
 
３ 
 
４ 

〇身近にあるユニバーサルデザインについて考え、書
く題材を決める。 

〇題材からテーマを設定し、様々な調べ方で情報を集
める。 

〇集めた情報を整理し、報告する文章で伝えたいこと
を明確にする。 

 
 
［知識・技能①］ 
【１人１台端末の記録・観察】 
［思考・判断・表現①］ 
【１人１台端末の記録・観察】 

５ 
６ 
７ 

〇報告する文章のモデルを参考にして、文章の構成を
考える。 

〇報告する文章の下書きを書く。 
○下書きを推敲し、それを基に清書する。 

［思考・判断・表現②］ 
【１人１台端末の記録・観察】 
［主体的に学習に取り組む態度①］ 
【振り返りの記録】 

８ ○単元全体の学習の振り返りを行う。  
＊ポイント②の具体を、第１時と第４時を取り上げて、説明します。 

 

 

言語活動の目的や相手を児童と共有することで、児童は、どのような「言葉による見方・考え方」を
働かせればよいかという見通しをもって学習に取り組むことができます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

  

 

  

 

  

《単元を通して働かせる「言葉による見方・考え方」の見通しをもつ場面（第１時）》 
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４年生はもうユニバーサルデザイン
について勉強していますよね。 

４年生がまだ知らないことを調べて書くとよいと思います。 

身近にあるけど気付きにくいユニバーサルデザインもよいと思います。 

難しい言葉を使わない方がよいと思います。 

たくさんの情報を書くと、読む人に何を伝えたいのかが分かりにくくなるので、まとめ
た方がよいと思います。 

工夫してあるところが分かる写真を使うとよいと思います。 

ポイント② 単元で働かせる「言葉による見方・考え方」の自覚化 

はい。４年生にとって、学びの助けになる文章にするには、どのようなことを考えるとよい
でしょうか。 

そうですね、言葉の選び方や情報の量、写真の工夫で、４年生にとって分かりやすい文章
になりますね。 

情報の選び方が大切だということですね。では、４年生に分かりやすく伝えるためには、
どのようなことに気を付けるとよいでしょうか。 

単元の学習課題は、次のとおりです。
報告する文章では、読み手に内容が分
かりやすく伝わるよう、情報を整理し
たり、構成を考えたりすることが大切
です。 

※ハイライトの部分は、児童が働かせている「言葉による見方・考え方」を示しています。 
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ワークシートのモデルを黒板に掲示し、情報を整理する際の手順を確認していくことで、児童が学習活動
を具体的に見通すことができるようにします。児童は、似ている情報や関連している内容で情報をまとめ、
まとめた情報に見出しを付けながら情報を整理する中で、「言葉による見方・考え方」を働かせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

〈活動の見通しをもつ場面〉 

資料１ 教師が集めた情報メモ 

《集めた情報を整理し、伝えたいことを明確にしている場面（第４時）》 

資料２ 情報を分類し、見出しを付けて整理した
板書 

今日は、みなさんが集めた情報を整理して、報告する文章で伝えたいことを明確にする学習
を行います。 

上のグループは、どの情報にも、スロープ
があることで安心できることや安全に移
動できることが書かれています。だから、
見出しは「安心や安全」にするとよいと思
います。 

見出しを付けると、情報がまとまって見えるから、何を伝えたいのかがはっきりすると思い
ます。 

ぼくは、遊具のユニバーサルデザインについて４年生が知らないような情報をたくさん集め
ました。どうやって整理したらよいですか。 

では、先生が集めた情報（資料１）を使っ
て整理してみましょう。まず、報告文で伝
えたい情報を選びます。その情報を中心
に、残りの情報をグループにまとめます。
どうやってまとめたらよいでしょうか。 

そうですね。では、情報をまとまりに分け
ることができたら、一目で内容が分かるよ
うに見出しを付けてみましょう。 

どちらの見出しも、情報の共通点をしっかり考えて付けられていますね（資料２）。見出し
の付け方によって、情報のまとまり方や伝わり方が変わることに気付きましたね。次は、み
なさんが集めた情報を整理して、伝えたいことを明確にしましょう。 

見出しを付けてみて、どうですか。 

※ハイライトの部分は、児童が働かせている「言葉による見方・考え方」を示しています。 

同じ言葉が使われているものや、内容が関
係している情報をまとめるとよいと思いま
す。 

スロープのつくりについて書かれてある情報は内容が似ているのでそれぞれ同じグループ
にまとめることができそうです。 

下のグループの２つの情報はどちらもス
ロープについてで、安全に使える工夫が書
かれています。だから、見出しは「スロー
プのつくりと工夫」にすると分かりやすい
と思います。 
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「言葉による見方・考え方」の確認と活用を促すための振り返りの視点を示すことで、児童は、学習活動

を振り返り、見方・考え方を自覚し、次の学習に活用することができるようになります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 児童Ａのワークシート（修正前） 児童Ａは、児童Ｂに相談に行く 

２つのグループに分けたけど、どのような見
出しにすればよいか分からないな。①と②は
【安全】という共通点があるけど、③は【楽
しさ】かな。でも、ユニバーサルデザインに
ついて報告するのに【楽しさ】だけだと足り
ない気がするな。同じ題材で調べているＢさ
んに聞いてみよう。       （資料３） 

〈自力解決を図る場面〉 

資料４ 児童Ａのワークシート（修正後） 

読み手の理解を意識しながら目的を再確認し、どの

言葉が伝わりやすいか、どの情報が大切かを考えて

選ぶようにするための問い掛け 

なるほど！「誰でも楽しめる」という見方をすると、④も関係しているから③と④で分類す
ることができるね。 

児童Ａ 

児童Ｂ 

③は【誰でも楽しめる遊具】という見出しにしたらどう？その見出しなら、ほかの情報も分
類することができるかも。 

《本時で働かせた「言葉による見方・考え方」について振り返りを行っている場面（第４時）》 

このように、「言葉による見方・考え方」が意識的に働く言語活動を設定したり、単元で働かせ
る「言葉による見方・考え方」の自覚化を促したりすることで、「深い学び」の実現を図ってい
きます。 

「安全」や「誰でも楽しめる」だけでは伝わ
りにくいから、「遊具の工夫」と付けた方がよ
いかも！【みんなが安全に使える遊具の工夫】
と【誰でも楽しめる遊具の工夫】なら、伝え
たいことがはっきりする！    （資料４） 

その情報を４年生が初めて知るとしたら、どのような見出しにすると伝わりやすいですか。 

今のように、情報を分類したり関係付けたり
して、見出しの言葉を工夫することで、情報
が整理され、伝えたいことがより明確になり
ますね。 

今日の学習では、集めた情報を関係のある
もの同士でまとめることができました。見出
しを付けるときに、情報の共通点を考えると
分かりやすくなることに気付きました。 

次の学習では、このまとめ方を使って、文
章の構成を考えるときに、どの情報を中心に
書くかを決めたいです。 

今日の学習では、伝えたいことを明確
にするために、集めた情報を似ている言
葉や内容に目を付けて比べたり、まとめ
たりして整理することができました。 

ほかの学習でも、比べたり、まとめた
りする整理の仕方を使って伝えたいこ
とを明確にしたいです。 

本時のめあては、「集めた情報を整理して、報告する文章で伝えたいことを明確にしよう」でした。
今日の学習活動を振り返りましょう。振り返りを行うときは、何ができたかだけではなく、どう
やったらできたかについて書きましょう。また、それを次の学習にどのように生かしたいかにつ
いても書きましょう。 

〈振り返りを行う場面〉 

Ξ ファイル  ホーム     ✎編集モード 
はらばいでくぐれるトンネルや
音が鳴るボタン、つかまり立ち
を助ける手すりなど、年れいや
動きに合わせた仕かけがあるこ
とで、赤ちゃんから３さいごろ
までの子どもも安心して楽しめ
る遊具がある。 
参照 ○○サイト 

いろいろな高さや種類のベンチ
やテーブルを設置してある。 
参照 ○○サイト 

公園にはゆるやかなスロープが
設置してある。 
参照 ○○サイト 

小さい子の遊具と小学生の遊具
のスペースが分かれていたので
安心して遊ばせることができ
た。 インタビュー母 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

【楽しさ】 

 

【安全】 
転んでもケガをしにくいよ
う遊具の周りにはゴムチッ
プでほそうをしている。 
参照 ○○サイト 

安全に遊べるデザインの遊
具を採用（せもたれや安全
ベルト付きのブランコや
シーソーなど）している。 
参照 ○○サイト ① ② 

 

手でたたく、コマを動かす、
バチでたたくなどにより音
を鳴らす遊具もあります。
手を動かすだけで、音を鳴
らせる楽しみを味わうこと
ができます。  
参照 ○○サイト ③ 

Ξ ファイル  ホーム     ✎編集モード 

はらばいでくぐれるトンネル
や音が鳴るボタン、つかまり
立ちを助ける手すりなど、年
れいや動きに合わせた仕かけ
があることで、赤ちゃんから
３さいごろまでの子どもも安
心して楽しめる遊具がある。 
参照 ○○サイト 

いろいろな高さや種類のベンチ
やテーブルを設置してある。 
参照 ○○サイト 

公園にはゆるやかなスロープが
設置してある。 
参照 ○○サイト 

小さい子の遊具と小学生の遊具
のスペースが分かれていたので
安心して遊ばせることができ
た。 インタビュー母 ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

【誰でも楽しめる遊具のくふう】 

 

【みんなが安全に使える遊具のくふう】 

転んでもケガをしにくいよ
う遊具の周りにはゴムチッ
プでほそうをしている。 
参照 ○○サイト 

安全に遊べるデザインの遊
具を採用（せもたれや安全
ベルト付きのブランコや
シーソーなど）している。 
参照 ○○サイト ① 

② 
 

手でたたく、コマを動か
す、バチでたたくなどによ
り音を鳴らす遊具もあり
ます。手を動かすだけで、
音を鳴らせる楽しみを味
わうことができます。  
参照 ○○サイト ③ 

児童Ａ 

児童Ａ 


